
令和８年第１回定例会の議決結果

令和８年第１回臨時会の議決結果

議案番号 件　　　名 採決
結果

議案第１号 専決処分の承認を求めることについて 承 認
議案第２号 専決処分の承認を求めることについて 承 認

議案第３号 いすみ市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定
める条例の制定について 可 決

議案第４号 いすみ市特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める
条例の制定について 可 決

議案第５号 いすみ市図書館設置条例の制定について 可 決
議案第６号 いすみ市行政組織条例の一部改正について 可 決
議案第７号 いすみ市行政手続条例の一部改正について 可 決

議案第８号
いすみ市行政手続における特定の個人を識別するための番号の
利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報
の提供に関する条例の一部改正について

可 決

議案第９号 いすみ市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関
する条例の一部改正について 可 決

議案第10号 いすみ市国民健康保険税条例の一部改正について 可 決
議案第11号 いすみ市まちづくり振興基金条例の一部改正について 可 決
議案第12号 いすみ市火入れに関する条例の一部改正について 可 決
議案第13号 いすみ市消防団条例の一部改正について 可 決
議案第14号 重要な公の施設の長期かつ独占的な利用について 可 決
議案第15号 令和７年度いすみ市一般会計補正予算（第９号） 可 決
議案第16号 令和７年度いすみ市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 可 決
議案第17号 令和７年度いすみ市介護保険特別会計補正予算（第３号） 可 決
議案第18号 令和７年度いすみ市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 可 決
議案第19号 令和８年度いすみ市一般会計予算 可 決
議案第20号 令和８年度いすみ市国民健康保険特別会計予算 可 決
議案第21号 令和８年度いすみ市介護保険特別会計予算 可 決
議案第22号 令和８年度いすみ市後期高齢者医療特別会計予算 可 決
議案第23号 いすみ市過疎地域持続的発展計画の変更について 可 決
議案第24号 令和７年度いすみ市一般会計補正予算（第 10 号） 可 決
議案第25号 副市長の選任について（石野正行氏） 同 意
議案第26号 いすみ市教育委員会教育長の任命について（田邉 稔氏） 同 意
発議第１号 いすみ市議会委員会条例の一部改正について 可 決

陳情第 1 号 保育士配置基準の引上げの早期完全実施とさらなる改善を求め
る意見書提出を求める陳情書 不採択

議案番号 件　　　名 採決
結果

議案第１号 専決処分の承認を求めることについて 承 認 

議案第２号 いすみ市議会の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改
正について 可 決 

議案第３号 いすみ市特別職の職員の給与及び旅費に関する条例の一部改正
について 可 決 

議案第４号 いすみ市一般職の職員の給与等に関する条例及びいすみ市一般
職の任期付職員の採用に関する条例の一部改正について 可 決 

議案第５号 令和７年度いすみ市一般会計補正予算（第６号） 可 決 
議案第６号 令和７年度いすみ市介護保険特別会計補正予算（第２号） 可 決 

議議
会会
だだ
よよ
りり  

第第
8282
号号

令
和
８
年
第
１
回
臨
時
会
及
び

第
１
回
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　
第
１
回
臨
時
会
が
１
月
22
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
ほ
か
５
議

案
が
審
議
さ
れ
、
採
決
の
結
果
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
１
回
定
例
会
が
２
月
24
日
か
ら
３
月
13
日
ま
で
18
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
定

例
会
で
は
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
令
和
８
年
度
一
般
会
計
予
算
ほ
か
25
議
案
が
審
議
さ
れ
、
採
決

の
結
果
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
、
承
認
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
最
終
日
に
議
員
提
出
議
案
が
１
件
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
会
に
提
出
さ
れ
た
陳
情
１
件
に
つ
い
て
は
、
審
議
の
結
果
、
賛
成
少
数
で
不
採
択
と
決

定
さ
れ
ま
し
た
。
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横 山 正 樹 議員 観光政策／地域防災
魚 地 展 弘 議員 企業誘致の推進／椿公園の活用／いすみ市における海業振興
井 上 ひ ろ み 議員 市長の政治姿勢／国民健康保険／通学路の安全対策
山 口 朋 子 議員 大原公民館棟改修・図書館整備と市民活動の共存／高齢者成人ＲＳウイルスワクチン／健康づくり事業

峰 島 正 広 議員 三軒屋海岸トイレ及び駐車場の外灯設置／軽自動車税の課税制度の公平性／リチウムイオン電
池の回収及び保管体制

元 吉 栄 一 議員 市長の政治姿勢
せ ん だ 雄 太 議員 民泊によるゴミ問題
浅 野 照 久 議員 教育施策の充実／子育て等の支援体制
田 井 秀 明 議員 大規模地震や津波の災害対策／地域医療の提供体制／行財政改革／農地の埋立て

　第１回定例会の一般質問は、２月26日に９名の議員から市政に関する諸問題についての質問
があり、活発な議論が展開されました。ここでは主な質問及び答弁の一部を掲載します。
　なお、一般質問及び議案審議状況等の会議録をご覧になりたい方は、市のホームページ又
は夷隅文化会館及び岬公民館の各図書室で閲覧することができます。
（第１回定例会の会議録は６月上旬に公開を予定しています。）
※いすみ市図書館での閲覧については、図書館開館日の 7 月 1日からとなります。

議会本会議については、インターネット動画配信サービスサイトYouTube ユーチューブで視聴できます。

こちらの二次元
コードからも会
議録検索・閲覧
ができます

　

３
月
４
日
及
び
５
日
に

各
常
任
委
員
会
が
開
催
さ

れ
、
委
員
会
付
託
さ
れ
た

議
案
を
審
査
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
令
和
８
年

度
い
す
み
市
一
般
会
計
予

算
に
お
け
る
主
な
質
疑
及

び
答
弁
に
つ
い
て
掲
載
い

た
し
ま
す
。

問　
地
域
お
こ
し
協
力
隊

事
業
に
つ
い
て
、
退
任

後
い
す
み
市
に
残
っ
て

活
動
し
て
い
る
人
数
は

何
人
か
伺
い
た
い
。

答　
こ
れ
ま
で
41
名
の
方
が

隊
員
と
し
て
活
動
し
、退

任
後
19
名
の
方
が
引
き

続
き
市
内
で
活
動
し
て
い

ま
す
。

問　
小
学
校
及
び
中
学
校
情
報

教
育
推
進
事
業
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支

援
に
つ
い
て
、
業
務
内
容
を

伺
い
た
い
。

答　
主
な
業
務
と
し
て
は
、
毎

月
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
が
各
学
校

に
訪
問
し
、
子
供
た
ち
や
職
員

の
支
援
に
あ
た
る
こ
と
、
学
校

に
よ
っ
て
回
数
は
若
干
異
な
り

ま
す
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
研
修

等
に
係
る
講
師
な
ど
が
業
務
と

な
り
ま
す
。

問　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
屋
上

防
水
改
修
工
事
に
つ
い
て
、

雨
漏
り
が
ひ
ど
い
と
の
こ
と

だ
が
、
状
況
を
伺
い
た
い
。

答　
雨
漏
り
は
、
２
、
３
年
前

か
ら
少
し
ず
つ
し
て
お
り
、

当
施
設
は
避
難
所
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
防
水
対

策
を
す
る
た
め
早
め
に
工
事

を
行
い
ま
す
。

委
員
会

審
査報

告

総
務
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

主
な
議
決
内
容

第
１
回
臨
時
会

○
令
和
７
年
度
い
す
み
市

一
般
会
計
補
正
予
算
は
、

１
億
８
３
５
８
万
９
千
円
を

　
追
加
し
、
総
額
２
４
７
億

　
３
５
５
０
万
１
千
円
と
す

る
こ
と
が
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

○
夷
隅
環
境
衛
生
組
合
議
会

議
員
に
峰
島
正
広
議
員
が

指
名
推
選
に
よ
り
当
選
さ

れ
ま
し
た
。

第
１
回
定
例
会

○
令
和
８
年
度
い
す
み
市
一

般
会
計
予
算
及
び
各
特
別

会
計
予
算
が
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

一
般
会
計
予
算 

１
９
１
億
１
８
０
０
万
円

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

予
算 ４

９
億
１
３
４
７
万
円

介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

４
５
億
２
０
０
０
万
円

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
予
算

８
億
８
３
７
０
万
８
千
円

〇
副
市
長
に
石
野
正
行
氏
を

選
任
す
る
こ
と
が
同
意
さ

れ
ま
し
た
。

〇
い
す
み
市
教
育
委
員
会
教

育
長
に
田
邉 

稔
氏
を
任
命

す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま

し
た
。
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観
光
政
策

観
光
政
策横

山
正
樹

横
山
正
樹  

議
員
議
員

企
業
誘
致
の
推
進

企
業
誘
致
の
推
進

魚
地
展
弘

魚
地
展
弘  

議
員
議
員

市
長
の
政
治
姿
勢

市
長
の
政
治
姿
勢

井
上
ひ
ろ
み

井
上
ひ
ろ
み  

議
員
議
員

三
軒
屋
海
岸
ト
イ
レ
及

三
軒
屋
海
岸
ト
イ
レ
及

び
駐
車
場
の
外
灯
設
置

び
駐
車
場
の
外
灯
設
置

峰
島
正
広

峰
島
正
広  

議
員
議
員

大
原
公
民
館
棟
改
修
・

大
原
公
民
館
棟
改
修
・

図
書
館
整
備
と
市
民

図
書
館
整
備
と
市
民

活
動
の
共
存

活
動
の
共
存

山
口
朋
子

山
口
朋
子  

議
員
議
員

横
山
議
員　
民
間
の
力
を
借
り
て

様
々
な
方
法
で
道
の
駅
を
進
め

る
こ
と
は
で
き
る
と
思
い
ま
す

が
、
市
長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

市 

長　
道
の
駅
は
、
地
方
創
生

や
地
域
経
済
活
性
化
な
ど
の

重
要
な
柱
で
あ
り
、
観
光
振

興
や
地
域
活
性
化
の
拠
点
と

し
て
機
能
を
兼
ね
備
え
る
多

彩
な
施
設
で
あ
り
ま
す
。

　
　
本
市
に
お
い
て
も
、
平
成
28

年
度
に
い
す
み
市
里
の
駅
検
討

委
員
会
を
設
置
し
、
検
討
を

行
い
ま
し
た
が
、
当
時
市
内
に

は
多
く
の
直
売
所
が
点
在
し
て

お
り
、
新
た
な
道
の
駅
建
設

は
必
ず
し
も
適
し
て
い
な
い
地

域
で
あ
る
と
の
答
申
を
受
け
、

建
設
検
討
を
見
送
っ
た
経
緯
が

あ
り
ま
す
。

　
　

一
方
で
、
近
年
、
国
に
お

け
る
道
の
駅
の
位
置
づ
け
は
、

地
域
の
交
流
拠
点
や
防
災
拠

点
、
地
方
創
生
の
拠
点
と
し

て
の
役
割
が
拡
大
し
て
き
て
い

ま
す
。

　
　
こ
の
よ
う
な
動
向
を
踏
ま
え

魚
地
議
員　
企
業
誘
致
は
財
源

確
保
の
た
め
必
要
不
可
欠
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
計
画
的
に
取
り
組
ん
で
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、

市
長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

市 

長　

企
業
誘
致
は
、
地
域

経
済
の
活
性
化
、
雇
用
機
会

の
創
出
、
税
収
の
確
保
な
ど
、

市
民
生
活
の
向
上
に
直
結
す

る
重
要
な
施
策
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

　
　
本
市
に
は
、
山
田
や
須
賀
谷

地
区
な
ど
企
業
誘
致
の
可
能
性

を
有
す
る
市
有
地
が
あ
り
、
こ

う
し
た
地
域
資
源
や
立
地
条
件

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
計
画
的

か
つ
戦
略
的
に
企
業
誘
致
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
ま
た
、
令
和
８
年
度
の
組
織

改
正
に
お
い
て
、
水
産
商
工
観

光
課
に
水
産
商
工
・
地
域
開
発

井
上
議
員　
憲
法
９
条
を
守
り
、

市
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る

た
め
、
政
治
の
基
本
は
ど
の

よ
う
な
こ
と
だ
と
考
え
て
い
る

の
か
伺
い
た
い
。

市 

長　
私
の
政
治
姿
勢
の
根
本

は
、
恒
久
平
和
が
土
台
と
な
っ

て
い
ま
す
。
恒
久
的
な
平
和
が

な
け
れ
ば
何
も
で
き
ま
せ
ん
。

し
っ
か
り
と
し
た
恒
久
平
和
の

土
台
の
上
で
い
す
み
市
の
発
展

の
た
め
に
様
々
な
政
策
を
果
敢

に
実
行
し
、
市
民
の
皆
様
が
笑

顔
で
、
こ
の
い
す
み
市
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
し
て
い
く

こ
と
が
私
の
使
命
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。
今
後
も
平
和
を
守
る

よ
う
に
誓
う
と
と
も
に
、
市
民

の
た
め
の
施
策
を
一
生
懸
命
に

一
つ
ず
つ
確
実
に
実
行
し
て
い

き
ま
す
。

峰
島
議
員　
三
軒
屋
海
岸
ト
イ

レ
及
び
駐
車
場
に
お
け
る
夜
間

の
安
全
性
に
つ
い
て
、
市
と
し

て 

現
状
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し

て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

水
産
商
工
観
光
課
長　
現
在
、

三
軒
屋
海
岸
に
は
若
潮
橋
を

渡
っ
た
場
所
に
１
基
防
犯
灯
が

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
駐
車

場
内
に
は
夜
間
照
明
は
設
置

さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。
観

光
ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
、
夜
間

に
な
る
と
、
人
感
セ
ン
サ
ー
が

反
応
し
、
照
明
が
点
灯
す
る

よ
う
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
建
物
の
外
部
に
は
照

明
器
具
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い

た
め
、
夜
間
の
安
全
性
の
観

点
か
ら
危
険
性
は
あ
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

　
　

今
後
は
、
海
岸
利
用
者
か

ら
も
観
光
ト
イ
レ
に
夜
間
照
明

の
設
置
に
つ
い
て
要
望
す
る
声

が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
急
に
公

共
施
設
灯
を
設
置
し
、
安
心
・

安
全
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
進
め
て
い
き
ま
す
。

山
口
議
員　
市
民
か
ら
大
原
文

化
セ
ン
タ
ー
の
利
用
が
で
き
な

い
と
の
声
が
聞
か
れ
ま
す
が
、

市
民
の
声
を
ど
う
受
け
止
め
て

い
る
の
か
伺
い
た
い
。

市 

長　
市
民
か
ら
大
原
公
民
館

棟
改
修
・
図
書
館
整
備
終
了

後
、
ホ
ー
ル
が
利
用
で
き
な
い

こ
と
に
対
し
、
意
見
や
相
談
が

寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
市
民
の
声

は
把
握
し
て
い
ま
す
。
大
原
文

化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
に
限
ら
ず

各
ホ
ー
ル
につい
て
も
、
地
域
の

文
化
・
芸
能
・
芸
術
活
動
を
支

え
る
重
要
な
拠
点
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

　
　
今
後
、
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か

ら
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
こ
と
と
、
ま
ず
は
多
く
の
市

民
か
ら
、
ま
た
公
明
党
か
ら
も

強
い
要
望
の
あ
っ
た
図
書
館
が

開
館
す
る
わ
け
で
す
の
で
、
図

書
館
の
利
用
が
市
民
に
愛
さ
れ

る
形
で
ス
タ
ー
ト
す
る
と
と
も

に
、
今
後
につい
て
は
、
真
摯
に

議
会
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
も
聞

き
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
と

答　
道
の
駅
の
在
り
方
に

つ
い
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
設
置
を
検
討

し
て
い
く

答　
企
業
誘
致
体
制
を
強

化
し
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
取
り
組
む

答　
恒
久
平
和
を
土
台
と

し
、
施
策
を
一
つ
ず
つ

確
実
に
実
行
し
て
い
く

答　
早
急
に
施
設
灯
の
設

置
を
進
め
て
い
く

答　
皆
様
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
、
様
々
な
角
度

か
ら
検
討
し
て
い
く

て
、
い
す
み
市
の
実
情
に
即
し

た
道
の
駅
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

関
係
課
で
構
成
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
の
設
置
を
検
討
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

班
を
新
設
し
、
企
業
誘
致
体

制
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
し
た
が
っ
て
、
計
画
的
に
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
取
り
組
む

と
い
う
考
え
で
す
。

思
い
ま
す
。
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議
会
の
傍
聴
は
、
市
役
所

大
原
庁
舎
４
階
議
会
事
務

局
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

議
会
の
傍
聴
に
つ
い
て

編
集　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

第
２
回
定
例
会
日
程（
予
定
）

市
長
の
政
治
姿
勢

市
長
の
政
治
姿
勢

元
吉
栄
一

元
吉
栄
一  

議
員
議
員

元
吉
議
員　
現
在
も
事
務
事
業

評
価
を
行
って
い
る
が
、
早
期

に
事
業
の
精
査
と
見
直
し
を
行

う
考
え
が
な
い
か
伺
い
た
い
。

市 

長　
人
口
減
少
や
少
子
高
齢

化
の
加
速
、
合
併
特
例
債
の

終
了
等
に
よ
り
、
今
後
、
歳
入

に
活
用
で
き
る
財
源
の
減
少
が

見
込
ま
れ
る
中
、
社
会
情
勢
の

変
化
や
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
、

よ
り
効
果
的
で
効
率
的
な
行
政

運
営
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
　
こ
の
こ
と
か
ら
、
い
す
み
市

行
政
評
価
委
員
会
に
お
い
て
、

毎
年
事
務
事
業
評
価
を
行
って

い
ま
す
。

　
　
今
後
は
限
ら
れ
た
財
源
を
よ

り
効
果
的
、
有
効
に
活
用
す
る

た
め
、
こ
れ
ま
で
秋
頃
に
実
施

し
て
い
た
事
後
評
価
の
時
期
を

前
倒
し
し
、
早
期
に
事
業
の
精

査
、
見
直
し
を
行
い
、
あ
わ
せ

て
、
既
存
事
業
に
つ
い
て
も
評

価
対
象
を
拡
大
し
、
当
該
年

度
内
に
評
価
結
果
を
施
策
、
事

答　
評
価
時
期
の
前
倒
し

等
を
行
い
、
年
度
内
に

結
果
を
施
策
等
へ
反
映

す
る
よ
う
取
り
組
む

業
へ
反
映
で
き
る
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

民
泊
に
よ
る
ゴ
ミ
問
題

民
泊
に
よ
る
ゴ
ミ
問
題

せ
ん
だ
雄
太

せ
ん
だ
雄
太  

議
員
議
員

大
規
模
地
震
や
津
波
の

大
規
模
地
震
や
津
波
の

災
害
対
策

災
害
対
策田

井
秀
明

田
井
秀
明  

議
員
議
員

教
育
施
策
の
充
実

教
育
施
策
の
充
実

浅
野
照
久

浅
野
照
久  

議
員
議
員

せ
ん
だ
議
員　
民
泊
施
設
か
ら

排
出
さ
れ
る
ご
み
に
つ
い
て
分

別
違
反
や
不
法
投
棄
が
確
認

さ
れ
た
場
合
、
住
宅
宿
泊
事

業
者
への
連
絡
、
指
導
は
ど
の

よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
伺

い
た
い
。

環
境
保
全
課
長　
市
民
の
方
か

ら
の
相
談
や
連
絡
を
受
け
、

現
地
に
赴
き
、
状
況
を
聞
き

取
り
し
、
民
泊
施
設
か
ら
排

出
さ
れ
た
ご
み
が
一
般
家
庭

か
ら
排
出
さ
れ
た
ご
み
の
集

積
所
に
排
出
さ
れ
て
い
た
場

合
は
、
そ
の
民
泊
施
設
に
対

し
、
事
業
系
の一
般
廃
棄
物

と
し
て
い
す
み
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
に
直
接
持
ち
込
む
か
、

ま
た
は
、
い
す
み
市
の
一
般

廃
棄
物
収
集
運
搬
の
許
可
を

得
た
事
業
者
に
回
収
の
依
頼

を
す
る
な
ど
、
事
業
系
の一般

廃
棄
物
と
し
て
処
理
す
る
よ

う
指
導
し
て
い
ま
す
。

田
井
議
員　
大
規
模
地
震
や
大

津
波
が
発
生
し
た
場
合
の
避

難
誘
導
路
の
確
保
と
し
て
、

特
に
夜
間
の
避
難
誘
導
の
明

確
化
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
伺

い
た
い
。

危
機
管
理
課
長　
地
震
や
津
波

な
ど
の
大
規
模
災
害
は
、
昼

間
に
発
生
す
る
と
は
限
ら
ず
、

夜
間
に
発
生
し
た
場
合
に
は
、

視
界
の
悪
さ
に
加
え
、
地
震

に
よ
る
停
電
が
発
生
す
る
可

能
性
が
高
く
、
避
難
行
動
が

著
し
く
困
難
に
な
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
ま
す
。

　
　

本
市
で
は
、
い
す
み
市
津

波
避
難
施
設
整
備
計
画
に
基

づ
き
、
夜
間
の
避
難
環
境
の

確
保
に
つ
い
て
は
、
特
に
停
電

時
へ
の
対
応
を
重
視
し
た
対

浅
野
議
員　
全
国
的
に
自
治
体

の
特
色
を
生
か
し
た
教
育
が
展

開
さ
れ
る
中
、
い
す
み
市
な
ら

で
は
の
教
育
の
実
現
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
市
長
の
考
え
る
学
校

施
策
の
方
針
を
伺
い
た
い
。

市 

長　
い
す
み
市
に
は
豊
か
な
自

然
と
先
人
た
ち
が
重
ね
た
文
化

と
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

い
す
み
市
の
宝
で
あ
る
子
供
た

ち
に
、
い
す
み
米
を
は
じ
め
と

す
る
農
業
、
そ
し
て
漁
業
、
林

業
、
商
業
あ
る
い
は
文
化
財
、

豊
富
な
地
域
教
材
を
活
用
し
、

夢
と
希
望
を
抱
き
、
郷
土
い
す

み
市
を
誇
り
に
思
う
、
そ
の
よ

う
な
教
育
を
実
施
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
な
お
、
毎
年
開
催
し
て
い
る

総
合
教
育
会
議
の
中
で
は
、
い

す
み
市
教
育
の
基
本
方
針
に
つ

い
て
協
議
し
、
本
年
中
に
い
す

み
市
の
教
育
の
振
興
に
関
す
る

大
綱
を
改
正
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
　
小
学
校
、
中
学
校
は
も
ち
ろ

ん
で
す
け
れ
ど
も
、
近
隣
の
高

答　
事
業
系
一
般
廃
棄
物

と
し
て
処
理
す
る
よ
う

指
導
し
て
い
る

答　

主
な
避
難
道
路
に

バ
ッ
テ
リ
ー
内
蔵
型
誘

導
灯
を
設
置
し
て
い
る

答　
豊
富
な
地
域
教
材
を

活
用
し
、
郷
土
い
す
み

市
を
誇
り
に
思
う
教
育

を
実
施
し
て
い
く

策
を
行
って
い
ま
す
。

　
　

具
体
的
に
は
、
避
難
対
象

地
域
に
お
け
る
主
要
な
避
難

道
路
に
お
い
て
、
夜
間
の
停

電
時
で
も
避
難
経
路
を
照
ら

す
バッ
テ
リ
ー
内
蔵
型
誘
導
灯

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
　
今
後
も
、
避
難
誘
導
施
設

の
適
切
な
管
理
に
努
め
る
と

と
も
に
、
避
難
訓
練
等
を
通

じ
て
夜
間
避
難
の
実
効
性
の

向
上
を
図
り
、
市
民
の
皆
様

が
安
全
か
つ
円
滑
に
避
難
で

き
る
体
制
の
強
化
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

６
月
２
日 

㈫ 

10
時	

開
会

	

議
案
の
上
程

　
　
４
日 

㈭ 

10
時	

一
般
質
問

　
　
９
日 

㈫ 

10
時	

議
案
審
議

　
　
10
日 

㈬ 

９
時	

委
員
会

　
　
11
日 

㈭ 

９
時	

委
員
会

　
　
19
日 

㈮ 

10
時	

委
員
長
報
告

	

議
案
審
議

	

閉
会

校
と
も
連
携
し
、
そ
し
て
地
域

の
皆
さ
ん
が
先
生
で
あ
る
と
い

う
よ
う
な
、
そ
し
て
地
域
全
体

が
教
室
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な

い
す
み
市
づ
く
り
に
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
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